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　 9 艘の鵜舟による総がらみと、それを見物する屋形舟が描かれます。屋形舟に付き添
うように位置する舟には、茶釜、蒔絵の堤

さげ

重
じゅう

・重箱が積まれており、舟上では鵜飼を観
覧しながらの宴が催されていたようです。鵜舟は屋形舟に向かって進んでいることから、
この絵の主役は、屋形舟中央に座る男性なのでしょう。
　鵜匠の手

た

縄
なわ

さばきや、船頭の棹
さお

・櫂
かい

の動かし方などが正確に描写されており、探幽は
実際に鵜飼をつぶさに観察した上で本図を制作したと考えられます。景観から場所を断
定することはできませんが、描かれる鵜舟に長良川の舟と同じ特徴が見られること、上
図上段右端より右方へ展開する山に松が象徴的に描かれていることなどを勘案すると、
金華山の麓を流れる長良川での鵜飼の情景を描いたものかもしれません。
　なお、延宝 3 年（1675）には尾張藩主の徳

とく

川
がわ

光
みつ

友
とも

が 4 代将軍徳川家
いえ

綱
つな

に「狩野某筆岐
阜鵜飼の画屏風」を献上したとの記録が残っており（「厳有院殿御実紀」）、本作との関係
が指摘されています。

（企画展「鵜飼〜篝火がおりなす伝統漁〜」にて展示　展示期間：8 月 4 日（金）〜 8 月27日（日））

重要文化財　鵜飼図屏風　右隻（部分）
狩
か

野
のう

探
たん

幽
ゆう

　江戸時代前期　大倉集古館蔵
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1 章　鵜飼に魅せられて

　古くから人々の目を楽しませてきた長良川鵜

飼。画家たちもその情景に魅了され、長良川の

鵜飼を画題とした作品を残してきました。

　尾張藩の御用絵師である狩
か

野
のう

晴
せい

真
しん

が描いた

「長良川鵜飼図」は、天保14年（1843）の尾張

藩主徳
とく

川
がわ

斉
なり

荘
たか

の鵜飼上覧を取材した作品で、金

華山を背景に約20艘の鵜舟が一斉に川を下る場

面が描かれます。斉荘にとって、特に印象的だっ

たのが篝火だったようで、自身の紀行文では

「浪
なみ

をや（焼）くかとおもふ」と書き残していま

す。本作からも煌々たる篝火が連なり、圧巻の

情景であったことがうかがえることでしょう。

　貴賓客のために催された鵜飼だけでなく、平

時の鵜飼も岐阜ゆかりの人びとを中心に描かれ

てきました。そのうちの 1 人が川
かわ

合
い

玉
ぎょく

堂
どう

です。

少年時代を岐阜で過ごした玉堂は、明治28年

（1895）の第 4 回内国勧業博覧会に「鵜飼」（山

種美術館蔵、未出品）を発表し、 3 等銅牌を受

賞しました。それ以来、鵜飼は玉堂が得意とす

る画題となり、生涯に500点を超える鵜飼図を

制作したとされます。

　様々なアングルで鵜飼を捉えてきた玉堂です

が、明治35年（1902）の「鵜飼図」は、金華山

を背景に総がらみの場面を描きました。金華山

をあえてぼかして描くことで、篝火によって照

らし出される鵜舟周辺を強調しています。

　なお、本作は「養老図」とセットで制作され

たものです。明治13年（1880）刊行の『美
み

濃
の

奇
き

観
かん

』でも、美濃の名所として鵜飼と養老の滝が

取り上げられており、この 2 つの組み合わせが

美濃地方のめずらしい景観として名高かったこ

とが分かります。

2 章　鵜飼にいざなわれて

　美濃の名所として知られるようになった長良

川鵜飼。19世紀前半の史料には、鵜飼を観覧す

るために、屋形舟が夜な夜な出船していると記

されており、江戸時代後半には武士だけでなく

庶民も舟での観覧を楽しむようになったと考え

られます。それを裏付けるのが「岐阜長良川鵜

飼図」です。本図には、舟から身を乗り出す観

覧客の姿が描かれ、今に通じる鵜飼観覧の萌芽

が江戸時代にあったことが見て取れます。また、

こうした刷り物が人々を長良川へいざなったこ

とでしょう。

　観光としての鵜飼が確立したのは明治時代に

入ってからのことで、明治21年（1888）の長良

遊船組合結成が一つの画期といえます。鉄道網

鵜飼
〜篝火がおりなす伝統漁〜

2023.8.4（金）〜9.24（日）

企画展

鵜飼図　明治35年（1902）
川合玉堂　岐阜県美術館蔵

展示期間： 8月 4日（金）〜 8月27日（日）

長良川鵜飼図　江戸時代後期
狩野晴真　岐阜市歴史博物館蔵

展示期間： 8月29日（火）〜 9月24日（日）
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の拡充、周辺の観光資源の整備、宿泊施設の建

設などもあいまって、国内外から観覧客が訪れ

るようになり、鵜飼は「世界的名物とうたはれ

て、外国人憧れの的」（「大阪朝日新聞」昭和 4

年 4 月 5 日）と評されるほどとなりました。

3 章　伝統を守り続けて

　長良川鵜飼が今日まで保持されてきた理由の

一つに権力者たちが保護してきたことがあるで

しょう。江戸時代、鵜飼で獲れた鮎の一部は、

鮎
あゆ

鮨
ずし

に加工され、江戸幕府へ献上する決まりと

なっていました。鮎鮨作りの様子を描いた「長

良川鮎鮨図巻」では、神棚が祀られ、しめ縄が

張られた室内で、役人が横で目を光らせ、緊張

感の漂う中で鮨作りが行われていたことが分か

ります。鮎鮨献上はこれほど大切な“役”であっ

たため、鵜飼を管轄した尾張藩は鵜匠を手厚く

保護していたのです。

　その後、明治23年（1890）より鵜匠は宮内省

主猟局（現・宮内庁式部職）に所属。皇室に鮎

を納めることとなり、長良川鵜飼は皇室の庇護

下に入ることになりました。

　権力者の保護を受けたことで、様々な鵜飼の

技術が今日まで伝承されてきました。一方で少

しずつ変化してきたものもあります。その一例

が餌
え

飼
がい

です。餌飼とは鵜飼が行われない冬季に

おいて鵜の餌を求めて河川を巡ることを言いま

す。川餌飼、陸
おか

餌飼、泊まり餌飼の 3 種類があ

り、初めに鵜舟に乗って隣接する小河川に日帰

りで出かける川餌飼を行い、次に鵜籠を荷車に

積んで出かける陸餌飼を行い、それが終わると

鵜舟に炊事用の道具（せんじ）や布団などを乗

せ旅に出る泊まり餌飼を行いました。

　「ろく台」もせんじの一つで、かまどを入れ

た木箱のことを指します。中にへっついと呼ば

れるかまどを置き、下の引き出しには小刀や砥

石などをしまいました。せんじは船の大きさに

合わせて作られており、高さも組み合わせて置

くと、船縁に丁度収まるようになっていました。

　餌飼は昭和37年（1962）頃まで行われました

が、冷凍魚による給餌に切り替わって以降は行

われなくなりました。

　 3 章では国の重要有形民俗文化財に指定され

ている鵜飼用具とともに、鵜匠や船頭、舟大工

の技術を取り上げ、伝統的な鵜飼漁の技をご紹

介します。

岐阜長良川鵜飼図（部分）　江戸時代後期
岐阜市歴史博物館蔵

長良川鮎鮨図巻（部分）　明治時代
岐阜市歴史博物館蔵

※会期中巻き替えがあります

重要有形民俗文化財　ろく台　昭和時代
岐阜市歴史博物館蔵



―　4　―

　「鵜飼を描いた作品はいつ展示されますか。」

という問い合わせがあります。花鳥や風景、風

物を題材にした作品を多く描いてきた栄三・東

一ですが、中でも岐阜の風物である鵜飼を描い

た作品は人気が高いようです。

　長良川鵜飼が始まる季節にあわせ、恒例の兄

弟日本画家、加藤栄三・東一が描いた鵜飼作品

を展示します。

　今では鵜飼を描いてきた日本画家の一人にあ

げられる加藤栄三ですが、鵜飼を描こうと思い

立ったとき、その指南を受けるため愛知県一宮

市木曽川町出身で明治14年（1881）からしばら

く岐阜の米屋町に住んでいた日本画家、川
か わ い

合

玉
ぎょくどう

堂 宅を訪ねます。栄三にとっては郷里の師

として、是非とも教示を受けたい人物であった

のでしょう。そんな栄三に玉堂は、鵜から写生

を進め、川の流れ、鵜匠と写生を続けていく勉

強方法を教え示しました。これは物の構造や生

態、成り立ちを分野別に理解することが重要で

あることを伝えたかったのでしょう。そして、

それ以上のアドバイスを栄三に示さなかったと

いうことは、玉堂はすでに栄三の表現者として

の才能を見抜いていたと推測できます。

　栄三は50歳になった昭和31年（1956）、第12

回日展に「篝火」を出品します。以降、多くの

鵜飼にまつわる名品を描き続けましたが、昭和

36年（1961）、ある雑誌の取材で岐阜の風物を

描くことについて以下のように語っています。

「長良川、花火の音もはたとたんやで、あたり

の遊船から一斉に喚声があがる。暗い闇の中に

赤い火が点々と見えそめたとみる間に、待望の

鵜舟が目の前に迫って来たのだ。舟ばたをたた

く音が、瀬を圧して力強く響き、篝火は金色の

粉を暗い空に舞いあげ、川波に散らす。その光

の中で、躍動する鵜と、風折烏帽子、黒装束の

鵜匠のきびきびした動作に、また喚声と拍手が

わきおこる。私は毎年、長良川畔を訪れ、鵜や

鮎の写生を続けているが、まだ、鵜飼そのもの

を描いていない。そのうちに詩情ある納涼風景

として、絵にまとめてみたいと思っている。」

　一流の表現者であるがゆえに目で見たものを

描くだけではものの本質は描けないことを知っ

ていたのでしょう。己の至らなさを嘆く謙虚な

姿勢がうかがえる一場面です。

　兄、栄三に続き東一も昭和54年（1979）頃よ

り鵜飼の作品を発表します。鵜飼の取材につい

ては「鵜飼とか祭りなど人の動きのあるものの

場合には目で追っかけないで、動作などを頭の

中に印象づけて描く。」と語っています。一場

面を切り取って描いただけのリアリティーを感

じない作品が多くある中、動きのある題材は輪

郭線を追いかけるのではなく、力点や構造を観

察するとともに、題材から受ける印象によって

作品のイメージを作り上げていきます。

　華やかな鵜飼を描いてきた栄三・東一の題材

を見つめる厳しい視点と故郷を想う優しさを作

品から感じとっていただければと思います。

加藤栄三・東一
鵜飼を描く
2023.7.25（火）〜10.1（日）

加藤栄三・東一記念美術館

栄三「涼（大下図）」
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　令和 2 年（2020）NHK 大河ドラマ「麒麟が

くる」の放送にあわせて、岐阜市を拠点に活躍

する16名の漫画家、イラストレーターの企画展

を開催しました。彼ら彼女たちは大河ドラマ「麒

麟がくる」に登場する歴史上の人物、織田信長、

明智光秀などをアニメ風キャラとしてコミカル

に描きました。展示されたイラスト作品は、ア

ニメファンはもちろんのこと、それまでアニメ

やイラストをオタク文化というレッテルを貼り

ネガティブなイメージでとらえていた岐阜の美

術ファンの心をも掴みました。

　あまり知られてはいませんが、岐阜は全国的

にマンガやアニメの聖地だと言われています。

特産物や、描写対象になる風景が多いことや

ヒットしたアニメの原作者が岐阜県出身という

こともあって、アニメの舞台に岐阜が選ばれる

とともに、多くの漫画家やイラストレーターが、

岐阜の魅力をイラストやマンガで描き全国に発

信しています。

　そのなかで、今回、令和 2 年に当館の企画展

をきっかけに結成された「岐阜新文化会」が新

メンバーを加えた19人の新作を紹介します。

　普段は「ときめぐり」という会の名前で活動

し、まちおこしのためにイベント会場や店先な

どで展覧会を開催しています。地味な活動では

ありますが、ファンは県境を越え遠方から集ま

り、地方でのイベントは多くのファンによって

いつも盛会。自ら参加するという取り組みと

ファンを大切する心配り、一般観光客もアニメ

ファンと区別しないおもてなしの気持ちと地元

愛溢れる作品が、地域の理解を得て、毎年、多

くの来場者を呼び込んでいます。

　一方、アニメ・マンガはサブカルチャーと呼

ばれ、メインカルチャーと違って下位文化と位

置付けられ、美術関係者の間では、マイノリ

ティーな人たちの文化と思っている方も多いよ

うです。しかし、芸術性の高さは日本画に通じ

る所があります。

　多くの時間を取材や資料集めに費やし、総合

的な計画力から生み出された単純化した線、整

理された色を多視点構図で組み合わせ、クオリ

ティの高い作品を生み出すことで芸術性や美術

としての価値を確立しています。社会の中で美

術が奉仕できることについてしっかり提言でき

る創作活動に期待できるメンバーです。

　イラストレーター「岐阜新文化会」の意気込

みを感じ取ってください。

2023.7.25（火）〜8.27（日）

加藤栄三・東一記念美術館

岐阜新文化展 Return

小島千枝「ツナグ」

由愛乃ナカ「一瞬をとらえる」（部分）
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　岐阜提灯は、岐阜和傘や岐阜団扇などと並ぶ

岐阜が誇る伝統的工芸品の一つです。古くから

美濃地方の特産物であった和紙や竹を主原料と

し、今でも職人による手作業で作られています。

平成 7 年（1995）には、提灯としていち早く国

の伝統的工芸品に指定され、現在でも全国トッ

プクラスのシェアを誇っています。

　今回のセレクション展では、美しい製品の

数々や、実際の製造用具・歴史資料などから、

岐阜提灯の魅力に迫っていきます。

【岐阜提灯ってどんなもの？─種類と特徴─】

○御
ご

所
しょ

形
がた

　吊
つ

り下げて使用する岐阜提灯

を、「御所形」・「御所提灯」な

どと呼びます。タマゴのような

形をした火
ひ

袋
ぶくろ

に手
て

板
いた

と呼ばれる

部品が付いている点などが特徴

で、岐阜提灯の中でも特に歴史

のある伝統的な形状と言えま

す。

○大
おお

内
うち

行
あん

灯
どん

　火袋の下に脚
あし

を取り付け、床

などに置いて使用する提灯を

「大内行灯」と呼びます。御所

形と異なり、火袋は丸形である

場合が多いです。明治時代半ば

頃に考案されたもので、現在で

も岐阜提灯の主力製品の一つと

なっています。

○変
へん

形
けい

提
ちょう

灯
ちん

　骨（ヒゴ）を巻く際に使う

張
はり

型
かた

の形を工夫することで、

タマゴ形や丸形以外の提灯も

作ることができます。こうし

て作られた変形提灯には、灯
とう

籠
ろう

の形をしたものやお城の形

をしたものなど、様々な形状

のものが見られます。

　明治時代にはすでに海外へ

も輸出されていました。現代

では、子どもの初めての七夕を祝う「初
はつ

七
たな

夕
ばた

」

の贈り物などとして好まれています。

【岐阜提灯のあゆみ】

　岐阜提灯の創製時期には諸説ありますが、江

戸時代後半には、文献上でも「岐阜提灯」の用

語が散見されるようになります。その後、幕末

から明治への混乱の中で一時的に衰退します

が、明治10年代頃から再び生産が活発化してい

きました。

　明治時代における岐阜提灯再興の立役者の一

人となったのが、西
にし

材
ざい

木
もく

町
ちょう

（岐阜市）出身の勅
て

使
し

河
が

原
わら

直
なお

治
じ

郎
ろう

です。直治郎は、明治天皇が岐阜

を訪れた際の滞在所に提灯を献灯するなどし

て、岐阜提灯の復興に努めました。

　画像は、第30代内閣総理大臣にもなった齋藤

實が直治郎に送った書簡です。直治郎は、齋藤

の朝鮮総督再任祝いに岐阜提灯一対を贈ったよ

美しき岐
ぎ

阜
ふ

提
ちょう

灯
ちん

の世界

2023.6.3（土）〜7.17（月・祝）

歴博セレクション

御所形
岩菊に清流図

大内行灯
菊に萩図

変形提灯
千代田城

斎
さい

藤
とう

実
まこと

書簡（部分）　昭和 4年（1929）



―　7　―

うで、書簡ではそのお礼などが述べられていま

す。このように、岐阜提灯は、その時々の政治

家や文化人たちにも愛好されてきました。

　展覧会では、このほか日本画の大家で岐阜提

灯の下絵作成にも関わった川合玉堂の書簡（直

治郎宛）なども展示しています。

【美しき岐阜提灯の世界】

　伝統的な岐阜提灯の特徴は、①骨（ヒゴ）が

細いこと、②典
てん

具
ぐ

帖
じょう

と呼ばれる薄い和紙を張っ

ていること、③草花や風景などの美しい絵が入

れられていることなどが挙げられます。

　左下の画像は、大内行灯用の提灯紙の見本で、

紫陽花が大きく描かれています。提灯紙の図柄

には、こうした草花のほか、岐阜の名所・鵜
う

飼
かい

なども好まれてきました。

　右の画像は、明治天皇が典
てん

侍
じ

に下
か

賜
し

したものと伝わる岐阜提

灯です。極薄の提灯紙に、美し

い秋草の図柄を摺
す

り込んでいま

す。竹ヒゴの目も非常に細かく、

部品にも豪華な装飾がほどこさ

れており、当時の製造技術の高

さをうかがわせる逸品です。

　左で挙げた①〜③の特徴は、

いずれも提灯を繊細かつ優美に

仕上げるための工夫で、その技術が岐阜提灯を

全国屈指のブランドへと押し上げてきました。

職人の知恵や技術の粋が詰まった「美しき岐阜

提灯の世界」を、ぜひ展示室にてご堪能くださ

い。

■分館　加藤栄三・東一記念美術館の展示■
本誌 4 、 5 ページで紹介した以外の分館展覧会は以下のとおりです。
・第 1 展示室
　　　　　　　〜 7 月23日（日）　（公財）ぎふしん記念財団助成事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤栄三・東一　素描の魅力
・第 2 展示室
　　　　　　　〜 7 月23日（日）　創立70周年記念　岐阜形象派展
8 月29日（火）〜10月 1 日（日）　KEIKO AOYAMA EXHIBITION　青山桂己　極細密画展

■本館特集展示（ 2 階　総合展示内）■
2 階の総合展示の一角に特集展示室を設置し、 1 〜 2 か月ごとにテーマを設けて資料を公開
しています。これからの日程は次のとおりです。
　　　　　　　〜 8 月 6 日（日）　大むかしの道具たち─くらしと食─
8 月11日（金・祝）〜10月 1 日（日）　河川改修に挑んだ人びと〜近代美濃の治水事業〜（仮）

■分室　原三溪記念室の展示■
　　　　　　　〜 7 月23日（日）　三溪の絵画Ⅱ〜鳥を描く〜
7 月25日（火）〜 9 月 3 日（日）　三溪の絵画Ⅲ〜山水を描く〜　
上記の日程は、都合により変更する場合もございます。ご了承ください。
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画　昭和 3年（1928）

伝明治天皇
下賜岐阜提灯



令和 4 年度は、表記の皆様に貴重な資料・作品を
ご寄贈賜りました。
厚くお礼申し上げます。（敬称略）

令和 4年度受贈資料

岐阜市歴史博物館
亀山　満里 火縄銃　銘 国友重光 1 挺
園部美智子 和傘出荷控帳　　　　　　　　　

岐阜県和傘統制組合出資証券　　
岐阜第 2 中学校絵はがき　　　　
岐阜市加納及三里土地法典

1 冊
2 枚
5 枚
1 冊

中村　　修 馬具　（内容）鞍  １ 背、障泥  １ 双、切付  １ 双、
	 轡  １ 口、帯・緒 一式、敷革  １ 枚、
	 架台  １ 基、木箱  １ 合

一式

恩田　恵子 糸巻き 2 点
古田　定子 石うす 1 点
川崎商店 変形提灯　南天灯籠 1 点
髙橋　信行 豆腐用クーラーボックス

豆腐パック
1 点
5 点

原　久美子 蚊帳
下駄

1 点
1 点

今井美和子 防空頭巾
祭　小太鼓
播隆上人書　額
皇太子殿下御成婚記念絵皿
カルトン

1 点
1 点
1 点
1 点
5 点

加藤栄三・東一記念美術館
添田はるか 松井　　章 「フランスにて」日本画 1 点
田中　悦子 加倉井和夫 「宵春」日本画 1 点
杉山　幹夫 加藤　栄三 「鵜匠の家」日本画 1 点

山本　丘人 「瀑」日本画 1 点
福田平八郎 「桃之図」日本画 1 点
髙山　辰雄 「蓬莱」日本画 1 点
加藤　東一 「飛騨春祭」素描 1 点
小嶋　悠司 「人間像」日本画 1 点
片岡　球子 「花と蝶」日本画 1 点
守屋多々志 「紅白梅」日本画 1 点
杉山　　寧 「早春」日本画 1 点
下保　　昭 「層巒秋粧」日本画 1 点
加山　又造 「裸婦素描」素描 1 点
加藤　栄三 「長良川の花火」素描 1 点
加藤　東一 「花火」素描 1 点
土屋　禮一 「篝火」素描 1 点
土屋　禮一 「長良川」素描 1 点

■　開館時間　午前 9 時～午後 5 時
（歴史博物館､ 加藤栄三 ･ 東一記念美術
館の入館は午後 4 時30分まで）

※特別展開催中は変更することがありますのでご注意ください｡

■　休 館 日　�毎週月曜日と祝日の翌日､ 年末年始（12
月28日～ 1 月 3 日）

　　　　　　　（月曜日が祝日の場合はその翌日）
※�特別展 ･ 企画展開催中は変更することがありますので､ ご注

意ください｡

■　観 覧 料　◎歴史博物館､ 加藤栄三 ･ 東一記念美術館
歴史博物館総合展示､ 加藤栄三 ･ 東一記念美術館

（団体は20人以上）
　高校生以上…310円（団体250円）
　小中学生……150円（団体90円）
両館共通で観覧される場合
　高校生以上…520円（団体410円）
　小中学生……260円（団体150円）
　※特別展は､ その都度料金を定めます｡
◎下記の方は無料でご観覧いただけますので､ ①②の

方は証明できるものをご提示ください｡（ミライロ
ID 可）
①岐阜市在住の70歳以上の方（特別展を除く）
②身体障害者手帳､ 精神障害者保健福祉手帳､ 療育

手帳、難病に関する医療受給者証の交付を受けて

いる方､ 及びその介護者 1 人
③家庭の日（毎月第 3 日曜日）に入館する中学生以

下の方
④③に同伴する家族（高校生以上）の方（特別展を

除く）
⑤岐阜市内の小中学生

◎原三溪記念室は､ 無料でご観覧いただけます｡

■　交通案内
≪歴史博物館､ 加藤栄三･東一記念美術館≫

JR 岐阜駅 ･ 名鉄岐阜駅から岐阜バスにて長良方面行き
に乗り､｢岐阜公園歴史博物館前｣ で下車､徒歩約 5 分｡
岐阜公園内ロープウェー乗り場すぐ隣に加藤栄三・東
一記念美術館があります。
お車でおこしの際は、岐阜公園駐車場をご利用ください。
詳しくは岐阜市歴史博物館ホームページをご覧ください。
https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/

≪原三溪記念室≫
岐阜バス茜部三田洞線 下佐波及びカラフルタウン行き
に乗り､ ｢下佐波｣ で下車､ 徒歩 2 分。
岐阜バス茜部三田洞線 もえぎの里及び高桑行きに乗
り､ ｢もえぎの里｣ で下車､ 徒歩すぐ。
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